












































































































































邑標tこ、情報聴取や説明 。多訪 どをガ ι・ζ















































































































































































ン家者 .ブど、このお薬 って蒻作〃″なιの でιょ
ジ″♪7
忽 π ・動作〃でナか。ごの薬″世界ψで使われ
a)ィ妥4)ょ薬 で九 だ配要 クません。
ン憲者 .・そジの 物 。先生力髯 ジおっιゃるのな
らそうなのでιょうね。
例2
′憲者 .・発生、どのお薬 っC冨ヽ作躍はれ )のでιょ
ジ″)7
忽 Z・形 グで方か。ごの薬′まと界ψC使われ
a)イ安全よ業 で九 だ配要 クません。
′表者 .・でる、本当|こ大丈夫なのの シ 7
凛 繊 ・6ιだ夕 なら、お薬を訴まなぐτ6よι)
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医師 .・どの業′ご副〃滑りヽちなι)か力 %ψ の 物 。
委´者 rそうなんで九 近所″〃郵・7ι妥「を多ウる
でι)イスがι)るのでタカゞヽ娠芝業のコを








忽 π ・形緒移ろ4'それ|ま無理 6なι)でナね。
それでは、この薬の安全盈 _‐つι)で説明
妥 ιまナ ・・・






















































































































































































































翌日の 秘 笙て″εごと力邁 ごったので九/
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